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日向三代の時代を俯瞰する
一宮市 畑田 寿一

神話にどこまで史実が含まれているかは永遠の謎であり、多くの先達が独自の研究成果

を示してきた。これに触発され素人の筆者も不遜を省みず、天の岩戸日食から天照大神を

２世紀中頃とし、樫原神宮付近の遺跡や宇陀の水銀鉱山から神武天皇の東遷を３世紀中頃

とする案を示し、更に、これに続く欠史８代の天皇の妃の出身母体から欠史８代の天皇に

も幾ばくかの史実の存在の可能性があることを考察してきた。しかし、天照大神から神武

天皇に至る６代の期間については、現存する史料の少なさと神話と史実の乖離の大きさか

ら手付かずになっていた。

筆者の歴史観では、この時代は２世紀後半から３世紀前半となるが、ご批判と叱正を覚

悟の上、神話と史実の狭間を俯瞰してみたい。

１ 日向３代の神話

天孫降臨とは、日本神話において、天孫である邇邇藝命が、天照大神の神勅を受けて葦
てんそんこうりん ににぎのみこと

原の中つ国を治めるために高天原から日向国の高千穂峰へ天降ったこと。邇邇藝命は天照
あまくだ

大神から授かった三種の神器をたずさえ、天児屋命などの神々を連れて、高天原から地
あまのこやねのみこと

上へと向かう。途中、猿田毘古神が案内をし、邇邇藝命は筑紫の日向の高千穂に降り立っ
さるたひこのかみ ひむか

たという、『記紀（古事記と日本書紀）』に記された日本神話である。（Wikipedia「天孫降

臨」）

ニニギ命からウガヤフキアエズ命までの３代を日向３代と称し、その活躍を記紀が述べ

ているが、大半が降臨して地元の娘を妃に娶って世を治めることに終始しており、また、

「一書に言う」という別説を15も挙げている。いかに逸話が多かったかを物語っている。

ウガヤフキアエズ命を祀る神社は南九州と日本海沿岸に集中しており、明治時代に北海道

開拓者によって北陸から北海道に勧請された西野神社は次の系図を伝えている。

２ 宋書が示す日向３代

平安時代984年に東大寺の僧奝然が中国に渡り宋の太宗に『王年代紀』を献上した。そ
ちょうねん

の内容は『宋史』に記載されているが、日本書紀の記載内容と大きく違う。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%8D%83%E7%A9%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%98%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E8%A9%B1
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(1) 初めの王は「天御中主」であり、「天照大神尊」－「正哉吾勝速日天押穂耳尊」－

「天彦尊」－「炎尊」－「彦瀲尊」－「神武天皇」と続く約 33代である。
ひこなぎさ

(2) 代々筑紫日向宮を都としていた。
平安時代には矢田部公望が座長となって『日本書紀』の研究会「日本紀講筵」が904

年に開かれているが、その研究結果に拘わらず異なった説が存在したことが覗われる。

３ 日向３代の居場所

日向３代が何処に住んでいたかについては記紀では明確にしていない。

僅かにウガヤフキアエズが亡くなった場所は西洲の宮で吾平山上稜に葬ったとする記録

が残るだけである。西洲は西側が低い三角州で糸島半島、吾平山上稜は筑紫日向峠付近、
ひなた

妃の出身地は志賀島辺りと考え、糸島半島とする説があるが、証拠が不十分である。

神日本磐余彦（神武天皇）の東征の記述から出身地を探ると、大別して南九州説と北九
かむやまといわれひこ

州説に分けられる。

(1) 南九州説
① 日向は日向国のことである。

② 神武天皇は日向国吾田邑の吾平津媛を娶った。
あひらつひめ

③ 南九州には神話を裏付ける数多くの神社などが存在する。

④ 神武天皇は船軍を率いて早吸之門から筑紫宇佐（菟狭川の河口）、筑紫岡水門へと

行軍し、ここから安芸国埃宮に向かった。（『日本書紀』）
えい

(2) 北九州説

① 日向は筑紫の日向のことであり、記紀にも日向国とは記載されていない。
ひなた

② 天の岩戸日食と天照大神の関係を肯定すれば皆既日食は北九州しか観測できなかった。

③ 日本書紀の記事に拠れば、南九州説では東征のために関門海峡を２度通ることに

なり不自然。

④ 速吸之門は地名で無く流れの速い場所示す言葉である。場所は通説の豊予海峡で

無く、宗像の勝浦浜付近である。この付近は沖に島があり流れが速い。

上記の④の説は大変魅力的な説である。この説に拠れば神武天皇は博多湾か糸島半島か

ら出航して東に向かい、途中、速吸之門で漁師に会い水先案内を受けて筑紫宇佐を経て岡

水門（遠賀川河口）に着くことになる。この場合「宇佐」の地が問題になるが、記紀では

筑紫国と言っているので宗像神社の付近の釣川の河口を想定することになる。どちらを採

るかを決める決定的な事項は無いが、天照大神と日食の関係を重視する筆者としては北九

州説を採りたい。
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４ ３世紀前半の文化と交流

（１）墳墓から見た文化圏

時代は少し下るが、

3世紀から４世紀にか

けて日本列島では前方

後円墳、前方後方墳、

四方突起型古墳が登場

した。原因については

諸説あるが、文化圏の

違いと考えるのが最も

素直であろう。3世紀

初頭は文化圏を形成す

る初期段階と捉えて、

各地に形成された王国

と隣の王国との連係に

より独自の文化が生ま

れていった。

（２）箱式石棺からみた九州北部の勢力分布

２世紀後半から３世紀にかけて九州では甕棺に替わって箱式石棺が普遍化する。茂木茨

城大学名誉教授が纏めた石棺の分布を安本美典氏が地図化した史料（古代史の新説（別冊

宝島2016））によると当時の北九州での勢力分布が反映されており興味深い。

中心は卑弥呼が居たとする朝倉市周辺であるが、『魏志』倭人伝での記述が少ない北東

部にも大きな勢力が居たことが覗われる。物部氏、宗像氏の祖先が３世紀当初に既に強力

な勢力を持っていたことが覗われる。

（３）銅鐸文化圏

数十年前までは銅鐸は近畿地方に

多く、銅矛は九州地方、銅剣は中国

地方に多いことから文化圏の象徴と

されてきた。（現在もこの説で文化

圏を説明する資料は多い。）しかし、

各地の発掘が進むにつれて中国地方

からも銅鐸が発見され、平成７年に

吉野ヶ里遺跡から銅鐸が発見される

に至り、銅鐸文化圏の考え方は見直

しが必至となった。銅鐸は古墳が登

場する半世紀前の３世紀初頭には埋

設されることになる。
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これは異なる宗教儀式を持つ

勢力の台頭を意味するが、現在

までに納得のいく説を提示した

専門家は居ない。大和の勢力の

台頭を理由にする説が多いが、

この時期に大和にそれ程の力が

あったとは考え難い。むしろ九

州からの勢力の浸透により、古

墳の原型の墳墓の構築が取って

替わり、不要になった銅鐸が埋

設されたと考えられないか。

５ ３世紀前半の日本海沿岸、瀬戸内海の主要な王国、遺跡

（１）丹波王国
たには

平成13年に丹後半島東側、天の橋立の南（京都府与謝野町）に日吉ヶ丘遺跡が発見され

話題になった。この遺跡はBC２世紀からAD１世紀にかけて栄えたと思われる遺跡であるが、

水銀に満たされた墓は王墓であることを想像させ、この時代に大王がいたと考えるに十分

な証拠を提供している。また、奈具岡遺跡（京丹後市）は水晶の玉と鉄製品工場で水晶玉

は全国の１割、鉄の半製品が数Kg発掘された。流通経路は不明であるが全国に流通された

と考えられる。

以上の状況から、この地には大和に先立ち王国があったとする説が根強い。

注目すべきは出雲王国の文化圏である四方隅突起型墳墓が丹波王国には見られず、東側

の越（敦賀）には見られる点であろう。丹波王国は独自の文化圏を形成していた。

（２）出雲王国

出雲の国は青銅器の産地として２世紀ごろから栄えた。原料は島根半島西部とされてい

るが定説にはなっていない。２世紀後半出雲氏と神門氏が諸氏族を纏めて王国を樹立した。

その勢力は日本海沿岸では最大とされている。２世紀末には四隅突出型墳丘墓が誕生して

日本海沿岸に広がった。田和山遺跡（松江市）からは楽浪郡のスズリが出土していること

から朝鮮半島との直接交流が覗われる。

（３）妻木晩田遺跡

出雲の東方、大山の山麓に位置する妻木晩田遺跡は弥生後期（AD200頃）に繁栄した遺
むきばんだ

跡で、竪穴住宅400棟以上、掘立柱建物500棟以上、墳墓30基以上が発掘されており、日本

海最大の住居遺跡である。出雲王国との関連は明らかでないが、王国勢力範囲内に位置す

ることから王国の一員であったと考えられる。

（４）吉備王国

吉備には造山古墳、作山古墳の巨大古墳が存在するが、いずれも５世紀の構築で３世紀

に遡れるのは楯築遺跡に限られる。この古墳の木棺からは30kgに及ぶ朱が出土し、王権を

持つ者の墓であることが推測される。

出土品も九州との関連を覗わせる品も存在し、既にこの時代に瀬戸内海の交通路が開か
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れていたことが覗われる。しかし、九州と吉備を繋ぐ瀬戸内海沿岸の中継点にはあまり遺

跡がなく、特に中継点として重要な安芸（広島）付近に３世紀初頭まで遡る大型遺跡がな

い。この時代の主流は日本海側では無かろうか。

６ 神話と遺跡の狭間

以上、王国と称される地域間の交流を眺めてきたが、九州と日本海沿岸を経て吉備に至

るルートが浮かび上がる。これらはいずれも海人族であり、人々の動きが逸話を生み、複

数の逸話が結び合わさって神話が出来たと考えられる。

ニニギ命やウガヤフキアエズ命と各地の王国とを結びつける証拠は無いが、北九州のい

ずれかを拠点として日本海沿岸、瀬戸内海西部の豪族と婚姻による関係強化を図っていっ

た。通説では「神話の物語は南九州が舞台」とされているが、実態は上記であると考える

と妃の出身地など合点がいくことが多い。

７ まとめ

（１）日向３代の神話の舞台を北九州、四国西部と日本海沿岸に求めることは可能である。

当時、近畿には王権は未だ成立していなく、北九州と瀬戸内海西部が倭国文化圏を形成

しており、出雲、丹波を中心とした文化圏と交流を行っていた。仮に日向３代の神話の主

人公の所在地を糸島半島か福岡市付近とすると遠賀川流域、香春岳・大分付近の勢力と交
かわらだけ

流を深め勢力を拡大した後、日本海沿岸に広げていったと考えられる。古事記では天照大

神の時代に出雲の国譲りが行われたとしているが、崇神天皇代の４世紀中頃の出来事であ

ろう。

（２）当時、最大の勢力は邪馬壹（台）国であり、卑弥呼は共立されていた。

AD200年頃、卑弥呼の共立により倭国大乱は何とか収まったが、朝鮮半島からの人口流

入は続き、土地不足に陥り東への移動を余儀なくされた。最初にニギハヤヒ（物部の元祖）

が大和に向かい、次に神日本磐余彦（神武天皇）が続いた。

卑弥呼とウガヤフキアエズや神武天皇との関係を決定付ける証拠は無いが、筆者は別系

統のグループであると考える。天孫族は当時邪馬壹国の配下にあり、別の国であった。こ

のように考えると『日本書紀』に卑弥呼が登場しない理由も頷ける。

（３）日向３代の年代を紀元150年頃からの百年とすることには無理が無い。

『日本書紀』では、この間を６世代としているが少し世代が足りない。しかし、３世紀

当初の各地の遺跡と王国の繁栄を眺めてみると、天孫族も力を蓄えていた時代と捉えるこ

とができる。

古代の人物を分析するとき娶った妃の出所を調べることが多いが、ニニギ命の妃のコノ

ハナサクヤ媛（大山津見神の娘：大山祇神社[愛媛県今治市]）は理解できるが、ホオリ命

の妃の豊玉媛（大綿津見神の娘[志賀海神社関連？]）や、ウガヤフキアエズ命の妃の玉依

媛（豊玉媛の妹）は巫女を表しており、媛個人を特定することは難しい。

日向３代の北九州説を展開するにあたり最大の弱点となっているのは神武天皇の最初の

妃の吾平津媛の存在である。通説では南九州の姶良の出身とされ、これが南九州説を支え
あひらつひめ あいら

ていた。しかし、山鹿市菊鹿町（熊本県）にも相良があり五平神社が存在する。この地は

邪馬壹国と対立していた狗奴国の中心地の北隣にあたり、妃の出身地として申し分がない。

詳細は今後の研究に委ねることになるが注目に値する。

上記のような未解決の課題は存在するが、眺めてきた事例はいずれも北九州の地域を示

しており、日向３代は３世紀前半に実在したと考えられる。
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卑彌呼の冢 その４
名古屋市 石田泉城

７ 天孫降臨

（１）天安之河原

当会報誌（「東海の古代」215号、2018年7月）の「卑彌呼の冢 その３」において、私

は、「天」の領域は対馬海流圏であるとする古田武彦説を基本にして、天比登都柱である

壱岐は「天」の中心地であって倭の原初地であるとするとともに、通説では大分の姫島と

する天一根については、対馬海流圏にある長崎の姫島（筑前姫島）としました。

以上を踏まえて「天安之河原」（書紀：天安河邊）について私見を述べます。

日本神話にある天安之河原は、天照大神と素戔鳴尊の誓約や天照大神が天岩戸に隠れた

時に神々が相談した重要なところです。そして、巫女舞を踊る巫女として選ばれたのが天

宇受賣命です。神々が相談するために集まった天安之河原は「天」の領域の最も中心的な

場所にあると思われます。

一般的には、天安之河原は、宮崎県西臼杵郡高千穂町岩戸の天岩戸神社西本宮付近の岩

戸川の河原とされます。つまり大分県寄りの宮崎県にあったとされ、古代史ではこれがほ

ぼ確定的な共通認識となっているようです。

しかし、通説でいうところの天安之河原は、天上の世界である高天原にあります。これ

に対して、高千穂は、天照大神の孫であるニニギノミコトが天上の世界から天孫降臨した

地上の場所です。一方は天上の世界でもう一方は地上の場所とすると明らかに異なる地域

ですから、この宮崎県の地上の高千穂には、天上の天安之河原は存在するはずもありませ

ん。したがって、天安之河原を宮崎の高千穂に求める通説は誤りであろうと思います。

私は、天孫降臨は神話の中の架空の話ではなく、実際に起こった事件であると考えてい

ます。実際のことだとすると天上の空から降ってくるのではなく、「天」は実在の地域、

古田武彦説の対馬海流圏が論理的です。天安之河原は、日本神話の「天」の領域の中心地

にある高天原にあり、壱岐には天ヶ原、高野原（たかんばる、芦辺町中野郷西触）等の地

名が残り高天原を想起させます。

ニニギが天孫降臨した場所も実在の地域であり、それを支持するのが糸島半島に集中す

るニニギを祀る天降神社だと思います。

（２）ニニギを祀る天降神社

古田武彦説に従えば、壱岐・対馬の海の「天国」から天孫降臨した「筑紫の日向の高千

穂の久士布流多気」は、福岡である筑紫の日向峠近くの高祖山の峰にあるクシフル山で、

Google mapでは高地山と表示されるところです。糸島半島、特に内陸側にあたる旧怡土郡

にはニニギを祀る天降神社が集中しており、旧怡土郡は、まさにクシフル山の麓であって

ニニギの天孫降臨の地を福岡のクシフル山に比定するのは妥当であると思います。

ニニギを祀る天降神社については、灰塚照明氏が「福岡県の天降神社とヒノモト」（『邪

馬台国』徹底論争第２巻、新泉社刊、1992年）において示されており、これをもとに私が

確認できた神社を次のとおり再整理し、その位置を地図に落としました。

②には２箇所の天降神社が含まれています。また、⑫についてはニニギを祀る天神社で
、、、

すので参考とします。

① 宇美八幡宮境内社の天降神社 現：糸島市前原町川付785、旧：前原市長糸川付大原

② -１および-２ 川上六所神社に合祀の天降神社２社 現：糸島市本535-1
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旧：②-１前原市長糸本西原（畝詰神屋敷）、②-２前原市長糸本畝詰（西原）

③ 雉琴神社の境内社の天降神社 現：福岡県糸島市飯原2105、旧：前原市長糸飯原日明

元：糸島郡長糸村大字飯原字日明

④ 天降神社 現：糸島市飯原152 旧：糸島郡長糸村大字飯原字鶴ヶ迫

⑤ 天降神社 現：糸島市瀬戸683

⑥ 天降神社 現：糸島市新田320、旧：前原市新田大堺、元：糸島郡前原町大字新田字大堺

⑦ 加布里天満宮の境内社の天降神社 現：糸島市加布里、旧：前原市加布里宮園

備考：かつて今宿（福岡市西区）にあったものを大正三年に天満宮東側に遷宮

⑧ 天降天神社 現：糸島市二丈波呂、旧：二丈町一貴山波呂浦

備考：google mapでは熊野宮と表示

⑨ 天降天神社 現：糸島市二丈石崎 旧：二丈町一貴山石崎 元：糸島郡一貴山村

⑩ 天降神社 現：福岡市西区大字田尻259

⑪ 天降天神宮 現：糸島市志摩桜井666、旧：志摩町桜井口ノ坪 元：糸島郡櫻井村

⑫ 参考 桜井神社（岩戸宮）の摂社として門外に合祀 現：糸島市志摩桜井4227、

元：末竹天神社 志摩町桜井末武

備考：末竹天神社。末竹にありて瓊々杵尊を祭神としたりと。（「糸島郡誌」）

これらのほか、次のとおりニニギを祀る天降神社は４社ありますが、いずれも糸島の天

降神社のように集中しているわけではありませんので、分霊ではないかと思われます。

⑬ 天降神社 福岡県田川郡川崎町大字川崎3868、⑭ 天降神社 静岡県田方郡函南町

⑮ 天降神社 香川県香川町大野１ 、⑯ 天降神社 長崎県大島村大島前平

糸島付近のニニギを祀る天降神社位置図
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天孫のニニギを祀った天降神社は、糸島付近に集中していることから、ニニギがまず天

降りし到着したところは糸島であったと思われ、その天降りした糸島のどこに上陸してク

シフル山に至ったのかは、この天降神社の位置がカギでしょう。

天降神社の分布について、⑦番の天降神社は元々今宿にあったということですので、お

おむね３地域に分散しています。即ち、糸島の北の方にある桜井の辺り、糸島の東の方に

ある今宿の辺り、そして糸島の西の方にある二丈や前原の辺り、この二丈・前原が一番多

く、現在の主要地方道49号線（大野城二丈線）沿いに概ね連なっています。糸島市役所の

ウェブサイトによれば、この49号線の道は弥生時代から存在したということなので、ニニ

ギはこの古い道沿いに進んだのかもしれません。

ニニギを祀る天降神社のある場所については、すべてニニギが征服したところであった

とするならば、ニニギは、⑪番の桜井の辺り、⑥番の新田の辺りに勢力を拡大し、そこか

ら志摩と前原をつないでいる志登遺跡の辺りを通り、⑩番と⑦の元地の周船寺・今宿の辺

りから、南下して平原、三雲、井原等の遺跡がある平野部に進出したと考えられます。

また、西方からも勢力を拡大し、深江・二丈の辺りから49号線の旧道沿いに東へ進み、

糸島平野に進出していったと考えられます。

その糸島平野を見渡せるところが日向峠近くのクシフル山ということになります。

なお、古い糸島のあたりの地形は、海進のために海岸線が内陸部にあり干拓地を考慮す

ると下図のような地形と想像され、志摩と前原をつなぐ陸地は志登の辺りと考えられます。

（３）天孫降臨

愛知県津島市神明町1には、全国約3,000社の天王信仰の総本社である津島神社がありま

す。この由緒には次のように記されます。「社伝によりますと、欽明天皇元年（540年）に
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西国対馬より大神がご来臨なられたのが始まり」です。祭神は建速須佐之男命ですので、

この由緒書きにいう大神とはスサノオです。

国生み神話において、天之狭手依比売の別称をもつ津島は対馬のことですから、この大

神であるスサノオは、対馬から愛知県の津島に来臨したのです。愛知県津島市は、かつて

は海部郡津島町でしたので、まさに長崎の「天の津島」と愛知の「海部の津島」がぴった

り対応しています。つまり、スサノオは対馬の出身ということです。

津島神社の総本社の伝承に従い、このことをしっかり認識すべきでしょう。

先述のとおり、壱岐は、大八島国で唯一、「比古」「比媛」「別」とは異なる天比登都柱

とありますから、「天」の中心地域であり、高天原は壱岐であると考えられます。

天照大神は、壱岐＝高天原において田畑を作り暮らしていたところ、スサノオは父のイ

ザナキに追放されて対馬から壱岐＝高天原にいる姉の天照大神に挨拶に来ます。天照大神

はスサノオが高天原を奪いに来たのではないと疑いますが「誓約」により疑惑は晴れます。

しかし、スサノオは、天照大神の造った田畑を破壊するなど、様々な悪行を働き、また追

放されてしまいます。

対馬は島としては壱岐よりも大きいですが、『魏志』倭人伝には「無良田、食海物自活」

とあり、良田が無く海産物を食べて自活しています。これに対して、壱岐については「差

有田地、耕田猶不足食」とあり、農耕だけでは食料は足らないものの対馬よりは田畑があ

るようです。対馬には良田がなく壱岐であれば田畑がそこそこあるという状況でしょう。

スサノオは八つ当たりでしょうか、嫉妬でしょうか、天照大神が行っている営田に対して

妨害行為を行います。高天原が壱岐であれば対馬出身のスサノオが田畑を破壊した背景が

よくわかります。また、このスサノオの悪行として、織物を織る機屋や斑模様の馬の皮を
はたや

剥ぐ話がでてきますが、壱岐の原の辻遺跡では、平織りや透目絹に見られる繊細な織の技

術が確認されており、また家畜であるウマの骨も出土しており、スサノオの悪行が壱岐で

行われたことを裏付けます。

この壱岐＝高天原から天照大神の孫であるニニギが「葦原の中つ国」を治めるために天

降りします。ニニギは、岩戸開きにかかわった天児屋命や天宇受売命とともに高天原を離

れ、天の浮橋から浮島に立ち、筑紫の日向の高千穂の久士布流多気に天降ります。
くしふるたけ

その天降りした糸島に近い「天」は、天一根の筑前姫島でしょう。筑前姫島は壱岐から

糸島に至る途中にあって、ニニギの天降りの最終出港地として相応しいでしょう。

とすると、天の浮橋は「天」が付されていますので「天」の領域にある天一根の筑前姫

島で、ここから初めて「天」の領域の外にある浮島に着きます。

この浮島の場所は、ニニギの正式名称に示唆されていると私は思います。

ところで、百嶋神社考古学では、新羅の昔氏のイザナギと瀛氏のイザナミとの間に生ま
ソク イン

れたのが新羅の王子、天日槍であり、スサノオは天日槍と同一人物とされます。となると

スサノオは新羅系の人物ということになりますが、天日槍には「天」の付されますから対

馬海流圏の人物です。新羅の王系は時代順に、朴氏・昔氏・金氏があり、このうち、朴氏

の始祖は倭人であるともいわれます。また、次の昔氏の始祖の母方は倭人であり一方の瀛
イン

氏はヘブライ系とされますので、天日槍には倭人の血が流れています。古田武彦説である

倭は、朝鮮半島と九州にまたがる海峡国家との提唱に符合します。

天日槍であるスサノオが対馬において生れ育ち、そこから渡来する途中の壱岐における

天照大神との説話がスサノオの事件として記紀に語られているのだとすれば、スサノオが

対馬から天照大神の壱岐に来て悪事を働いたとする私の考えに合致します。

さて、ニニギは、高天原である壱岐から天の浮橋である筑前姫島を経由し、「葦原の中

つ国」を治めるためにまず浮島に着き、ここを拠点とします。この浮島は、「天」が付さ

れていませんので「天」の領域外にあって、ニニギが初めて「天」の領域外で活動とした
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拠点、足がかりの重要な場所ですので、ニニギの名にその場所が付されていると思います。

ニニギの正式名称は『古事記』では、「天邇岐志国邇岐志天津日高日子番能邇邇芸命」

であり、『日本書紀』では少し整理された名になり「天饒石国饒石天津彦火瓊瓊杵尊」で

す。

『古事記』には「名天邇岐志國邇岐志【自邇至志以音】天津日高日子番能邇邇藝命」と

記述されます。これによれば「邇岐志」は音を以てせよというのですから、「にぎし」と

発音するようです。『日本書紀』では「饒石」で「饒」は「にぎ」と濁る発音ですから「に

ぎいし」でしょうか。いずれにしても「ぎ」と濁ります。

では、なぜ「邇岐志」の文字を使ったのでしょう。「邇」については「邇邇藝命」に使

われている文字ですから「にぎし」の「に」に使用されたのは当然です。これと同様に「邇

邇藝命」の「藝」を「にぎし」の「ぎ」に使用しないのはなぜでしょう。不思議だと思う

のは私だけでしょうか。

万葉集では、「ぎ」には圧倒的に「藝」の文字が使われています。二十巻のうち十六巻

で使用されています。これに対して「岐」は一巻のみです。むしろ「岐」は濁らないで「き」

と読むことが多く四巻で使われています。（『万葉集事典』中西晋著、講談社文庫、1985年）

『古事記』の「葦原中国の平定」の記事には、「如此之白而、於出雲國之多藝志之小濱、

造天之御舍【多藝志三字以音而】」とあって「たぎし」の音を「多藝志」と記しています。

これれに倣えば、「邇岐志」の「ぎ」には「藝」を使って「邇藝志」と書かなければおか
、

しいでしょう。つまり、わざわざ「岐」の文字を使ったのです。

「邇岐志」を「邇藝志」と書かなかったのは「邇岐志」は単に音をあらわすだけではく
、

「岐」の文字の使用には意味があるからだということです。

「邇岐志」は音とともに地名に関係していると思います。実は出雲國の「多藝志」も地

名に関係しているようです。

また、いわゆる神武東進の記事で「故、到豐國宇沙之時、其土人、名宇沙都比古・宇沙

都比賣【此十字以音】」とあります。「宇沙都比古」の「宇沙」も音を表すと『古事記』に

記述されていますが、その前の地名にあるように「宇沙」は「豐國」の地名ですから、音

で示す中には地名が絡んでいるのです。つまり、この例でもわかるようにわざわざ「邇岐

志」と記述したのは地名にかかわっているからです。

ニニギの正式名称である「天邇岐志国邇岐志天津日高日子番能邇邇芸命」のうち、最初

の「天邇岐志国邇岐志」について、一般的には「天にも国にも親しい」という意味とされ

ます。「邇」は「ちか（い）」と読み「近くの」という意味ですから、通説の意味は間違っ

ているわけではありません。しかし、私は「邇」の読みに従って、素直に場所が「近い」

のだと思います。「天邇岐志国邇岐志」とは「天」にも「国」にも近い「岐志」という具

体的な地名が付く場所であると思います。すなわち天一根の筑前姫島の「天」にも「葦原

の中つ国」にも近い「岐志」を指します。この「葦原の中つ国」は後述するように糸島平

野と福岡平野です。

一般名称の「岸」とは、海岸線だけでは無く、大きな地形の端を意味しますが、地名で

「岐志」といえば、志摩の「岐志」です。糸島半島に糸島市志摩岐志として地名が現存し

ています。この「岐志」については、糸島半島の西端の引津湾に面しており、すぐ西に天

一根の筑前姫島があり、まさに「天」に近い岐志とする「天邇岐志」に合致するとともに

「葦原の中つ国」である糸島平野と福岡平野に近い「国邇岐志」に合致します。志摩の「岐

志」は、ニニギにかかわる地名として相応しいところといえます。

ニニギがこの糸島半島に最初に上陸したところが「天邇岐志国邇岐志」であり、それが

志摩の「岐志」です。初めて「天」の領域以外に足がかりを設けた場所をニニギの長たら
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しい正式名称に冠として付したと私は考えます。

ところで、『古事記』の「邇岐志」を『日本書紀』では「饒石」と記されています。

この「饒石」の「にぎ」も糸島の西端にあります。

糸島市志摩岐志の北東に同市志摩小金丸の地があります。ここには「弊ノ松原」と称す
にぎ

る景勝地があり、松枯れでやや衰退してはいますが、松林と砂浜が美しいところです。芥

屋の大門と野北浜の間の約６㎞にわたる幣の浜は「幣の浜玄海国定公園」に指定されてい

ます。

「弊ノ松原」の「弊」は「にぎ」と呼ばれており、「幣の浜玄海国定公園」には「幣」

の文字が使われて微妙に文字が違いますが、いずれにしても「にぎ」と呼ばれており、ニ

ニギの「饒」の読みと同じです。志摩小金丸にある港疫神社の南東には熊野神が休んだと

伝えられる縦横各１メートルの大きさの「御腰掛石」があり、「にぎ」にある「御腰掛石」

として「饒石」を連想させます。『筑前国続風土記附録』（加藤一純・鷹取周成、1793年）

には「瀬知（セシリ）祠ニシ所祭木花開耶姫命也。今は陰若大明神といふ。此祠の巽に御

腰掛石といふあり。本編に見ゆ。」とあります。ここに祀られている木花開耶姫はニニギ

の妻ですから大いにニニギの名である「饒石」とこの地は関連があると思います。

つまり、『古事記』の「邇岐志」も『日本書紀』の「饒石」も共に、糸島半島西部の地

名に関連があり、ニニギは糸島西部にまず上陸したと考えられます。
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福岡県糸島市において、ニニギを祀る天降神社は、先の図に示したとおりおおむね３地

域に集まり、特に主要地方道49号線（大野城二丈線）沿いには多くが集中しています。

ニニギは、この岐志から勢力をおよそ２つの行程で拡大し、一つは櫻井神社付近や周船

寺・今宿などの陸地を伝わり志摩を席巻する進路、もう一つは岐志から舟で深江に進入し、

ここから主要地方道49号線沿いに東進する進路であるのではないかと想像します。

つまり、ニニギは壱岐から出発し、筑前姫島を経由して引津湾の「天邇岐志国邇岐志」

すなわち「天」にも近く「葦原の中つ国」にも近い糸島の岐志に上陸し、ここを拠点とし

て東へ勢力を拡大していったと考えます。

日向峠の近くにあるクシフル山から眺めると、糸島平野と福岡平野の両方を一度に眺め

ることができます。ここに天孫降臨したと記紀が記述したのは、両方の平野が対象地であ

り、それらが一挙に把握できる場所として記紀に「筑紫の日向の高千穂の久士布流多気に

天降りましき」（『古事記』上巻）と記述されたと考えます。つまり「葦原の中つ国」は糸

島平野と福岡平野ということでしょう。この辺りでは、クシフル山がいちばん標高が高く、

クシフル山（Google mapでは高地山と表示、標高419ｍ）、高祖山（標高416ｍ）、飯森山（標

高382ｍ）、叶岳（標高341ｍ）となっています。
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参考にGoogle mapを使い、クシフル山から見た糸島平野と福岡平野を載せます。

クシフル山からは両方の平野の全体が見渡せます。これらが、ニニギが求めた「葦原の

中つ国」であろうと思います。

クシフル山から糸島平野を観る。右端の山が高祖山。遠く正面のやや右寄りに筑前姫島。

可也山と高祖山の間に遠く壱岐も見えます。ちなみにクシフル山の東に位置する飯森山（標

高382ｍ）からは、このクシフル山（標高419ｍ）が視界を遮り糸島平野は見えません。

クシフル山から福岡平野を観る。右端の山が飯森山。左端に博多湾。福岡平野全体が見

渡せます。

天孫のニニギは、壱岐から出発し糸島に上陸したと考えられ、壱岐は、倭の原初地、い

わば倭人の故郷であろうと私は考えています。

天照大神が天石屋戸（『古事記』）に隠れたとき、八百万の神々は問題を解決するために

天安之河原（『古事記』）に集まり相談し、天宇受賣命を選び、彼女が神懸りして踊ること

で高天原を揺り動かすことができました。この出来事や神事の舞台になっているのは、天

照大神が支配する「天」の中心地＝壱岐＝高天原であり、天石屋戸も天安之河原も壱岐に

あります。このとき選ばれた天宇受賣命は、天照大神の孫ニニギが天孫降臨する際に同行

しており、巫女の天宇受賣命も壱岐＝高天原にいたのです。

したがって、巫女である卑彌呼が共立される以前にいたところは、倭の原初地である壱

岐が最も相応しいと思います。 （つづく）
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愛知サマーセミナー2018におけるゼミの実施状況

次のとおり開催しました。

１ 日 時 平成30年7月14日（土） 13：10～16:10

２ 場 所 名古屋市立東星中学校 教室棟４F1-2教室

名古屋市千種区星が丘山手１０５

３ 時間割 ３限：13時10分〜14時30分(C170)

４限：14時50分〜16時10分(D150)

４ タイトル 教科書が教えない！ 真実の古代史

５ 参加者

区分 中学生 社会人 計

高校生

３限 0 10 10

４限 4 11 15

計 4 21 25 会長挨拶

６ 実施状況

昨年までの当会のセミナーは、中学から大学まであるメイ

ン会場で開催していましたが、今年はメイン会場から離れた

やや不便な場所での講義となったことと合わせて、猛暑日と

いうことで、ごく少人数の参加となりました。ただ、質問時

間を長めに確保しましたので、参加された方々には質問しや

すかったのではないかと思います。ゼミ終了後にも質問をい

ただき熱心な参加者に恵まれたセミナーになりました。

総会・前回の例会の内容

■平成30年７月８日に開催した総会において平成29
年度事業報告・収支決算及び平成30年度事業計画・
収支予算はいずれも原案どおり可決しました。

■古代倭国の外交 一宮市 畑田寿一
九州を中心とした倭国は、紀元前１世紀から紀

元後３世紀後半まで朝鮮半島・中国と一体化して
いたことが覗われる。

■卑彌呼の冢 その３ 名古屋市 石田泉城
「天」は対馬海流圏の島々とする古田武彦説を

基に、神代記の「国生み」の別称を正しいものと
すれば「天」の中心地は天比登都柱の壱岐が妥当
である。

■改元・建元（２） 瀬戸市 林 伸禧
朝鮮・中国では、近畿天皇家は前王朝である九

州王朝から引きつづいた王朝と認識している。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■ 投稿締切り日 ８月27日(月)厳守
■ 投稿先（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

例会の予定

■ 例会の予定
１ 日 時 ８月１２日(日) 13:30～17:00
２ 場 所 名古屋市市政資料館 第１集会室

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051
３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月以降の例会 ９月９日(日)13:30～
10月14日(日)13:30～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならどなたの
参加も歓迎します。また参加に際し事前連絡不要、遅
刻・早退もかまいません。例会で発表する場合には資
料を２５部用意ください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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